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政
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〜
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◆
聞
く
こ
と
を
基
本
に

　
ま
ず
皆
さ
ん
の
お
話
を
お
聞
き
し

ま
す
。
そ
こ
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で

す
。
対
話
を
重
ね
な
が
ら
皆
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
、
市
政
に
反
映

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
市
議
会
の
皆
さ
ん
と
も
建
設

的
な
議
論
が
で
き
る
関
係
を
築
き
、

一
緒
に
市
政
を
担
う
松
本
市
の
職
員

の
皆
さ
ん
と
も
対
話
を
重
ね
、
松
本

市
の
あ
る
べ
き
姿
を
創
造
し
て
い
き

ま
す
。

◆
日
本
一
住
み
や
す
い
街
を

　
　

　目
指
し
ま
す

　
松
本
は
先
人
が
築
き
上
げ
た
歴
史

や
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
北
ア
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ス
ポ
ー
ツ
観
戦
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
料
理

　
畑
で
野
菜
を
育
て
る
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
鑑
賞

◆
リ
ー
ダ
ー
が
変
わ
れ
ば

　松
本
市
も
変
わ
り
ま
す

　
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
市
政
か
ら
皆

さ
ん
と
の
対
話
を
重
視
す
る
市
政
に

変
わ
れ
ば
、
松
本
市
は
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。

　
私
は
民
間
の
出
身
で
す
。
民
間
の

活
力
を
活
か
し
た
市
政
、
風
通
し
の

良
い
市
政
の
実
現
に
邁
進
し
ま
す
。
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ル
プ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
豊
か
な
自

然
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
充
実
し

た
医
療
、
多
彩
な
教
育
環
境
、
さ
ら

に
力
強
い
農
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
松
本
の
魅
力
に
さ
ら
に

磨
き
を
か
け
て
「
日
本
一
住
み
や
す

い
街
」
を
目
指
し
ま
す
。

対
話
と
実
行

◇
能
登
半
島
地
震 

犠
牲
者
の

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
、

被
害
の
深
刻
さ
に
言
葉
も
あ
り
ま
せ

ん
。犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
能
登
半
島
地
震
は
改
め
て
大
規
模

地
震
災
害
の
恐
怖
と
、
災
害
対
応
か

ら
復
興
へ
の
道
の
り
が
い
か
に
困
難

で
あ
る
か
も
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
災
害
対
策
の
中
心
は
市
役
所

で
す
。

◇
市
役
所
の
建
て
替
え
は

　
庁
舎
が
被
災
し
た
熊
本

　
地
震
の
教
訓
で
す

　
松
本
市
の
市
庁
舎
建
て
替
え
は
平

成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
の
熊
本
地

震
を
教
訓
に
し
て
い
ま
す
。
熊
本
地

震
で
は
複
数
の
市
庁
舎
が
被
災
し
十

分
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

・
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
な
ど

に
お
け
る
自
治
体
庁
舎
の
被
害
状

◇
計
画
は
４
年
間

　
止
ま
っ
た
ま
ま

　
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
一
刻
も
早
い
庁
舎
の
建
て
替

え
が
必
要
で
す
。

　
し
か
し
現
実
は
老
朽
化
し
た
庁
舎

が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
建
設
計
画
は
4

年
間
も
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
の
で
す
。

最
初
の
計
画
で
は
来
年
新
庁
舎
が
で

き
る
予
定
で
し
た
。

◇
庁
舎
建
設
は
２
０
３
０
年

　
を
目
標
に（
集
中
型
で
）

　
今
回
の
能
登
半
島
地
震
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
一
日
も
早
い
庁
舎
の

建
て
替
え
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

　
私
は
、英
知
を
結
集
し
、議
会
と
も

し
っ
か
り
話
し
合
い
早
急
に
庁
舎
建

設
を
進
め
、令
和
12
年
度（
２
０
３
０

年
度
）の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

況
を
見
て
も
、
従
来
よ
り
高
い
水

準
の
防
災
性
能
の
確
保
が
必
要
で

す
。

・
新
庁
舎
は
、
大
規
模
災
害
時
な
ど

に
お
い
て
、
様
々
な
情
報
を
収
集

し
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
す

る
司
令
塔
と
な
り
、
市
民
を
守
る

「
危
機
管
理
・
防
災
拠
点
」
と
し
て

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
こ
の
文
章
は
令
和
2
年
に
市
議
会

が
了
承
し
た
建
て
替
え
計
画
の
中
に

あ
り
ま
す
。老
朽
化
し
た
現
庁
舎
の
建

て
替
え
の
目
的
に
は
防
災
対
策
が
大

き
な
柱
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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・すべての部局が入る集中型の新庁舎を2030年を目標に建設します。
・新庁舎は災害発生時の対策本部機能を充実させます。

①2030年を目標に集中型新庁舎を現地に建設します。

・農林部を設置し、総合的な農業政策を行います。
・農業支援課を新設し、農業の持続に向けて農業従事者や若手農業
者への支援やマーケティングサポートなどを行います。

・収穫体験や試食体験を通じて農業と観光が融合した新しい形を生
み出します。

④農林部を設置  農業・林業の活性化

・松本駅前の再開発に松本市も積極的に関与し、松本らしい玄関口を整
備します。

・駅前からパルコ、イオンモールまで含めた活性化対策を実施します。
・女性・若者・学生が中心市街地に出店しやすくするための支援策を
充実させます。

⑤駅前再開発と市街地の活性化

・空き家に関する相談をワンストップで対応する第３セクターを設立
します。

・空き家と移住を結びつけ、移住促進につなげます。
・老朽化し危険な空き家の解体を進めます。

⑦空き家対策＋移住促進

・高齢者の買い物、通院をサポートする体制を整備します。地域の実情
が異なるため35地区ごとの支援計画を福祉ひろばが中心になって作
成します。

・福祉タクシー、ボランティア運転手、民間のタクシーなどを組み合わ
せ、利便性の高い支援体制を構築します。

・支援が必要な高齢者、障がい者についてはゴミを自宅前で収集します。

②高齢者の暮らしを支える

・小学校・中学校の給食費は段階的に無償化をめざします。当面は半
額を負担します

・18歳までの医療費を無料化します。
・子どもの預かりについて預かる時間を延長し、預かる場所も増やし
ます。

・不登校児の呼称を「在宅児童・生徒」とし、在宅児童・生徒の受け入
れ体制をを拡充します。

・在宅児童・生徒への対応につ
いて、教育、行政、保護者を交え
た意見交換会を開催し施策を
講じます。

③子育て・教育に対する支援 ・女性・若者・学生が起業しやすくするための支援策を充実させます。
・インバウンドを含む持続可能な観光振興のため農業者・商業者・地
域住民との連携を強化します。

・近隣市町村と連携した工業メッセを開催します。
・人材不足を補うためロボット導入やAI 活用を支援します。

⑥経済活性化～製造業／観光


